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平素より地域医療連携について格別のご理解ご協力を賜り、厚くお礼申しあげます。
令和5年度がスタートしました。どうぞよろしくお願いします。４月号をお届けします。

感染対策チームの活用をご案内しています

新型コロナ感染症の法上の位置づけについて、今年5月8日より2類から5類に移行されま
す。上伊那医療圏での医療体制の標準化・均等化に向けて、関連する各医療機関や福祉施設
等での受け入れ体制の構築が順調になされますよう、当院では以下の専門チームをご案内し
ています。ご活用ください。

例えば☺

💠 感染対策マニュアルの作成や修正
💠 感染対策のミニレクチャーや学習会
💠 抗菌薬適正使用や耐性菌発生時のミニ

レクチャーや学習会
💠 耐性菌発生時の対応
💠 この感染対策ほんとにこれでいいの？など簡単な疑問 ICT専従：奥原 AST専従：征矢

健診センターは開設５周年を迎えました

健診センターは開設して満5年になりまし
た。日頃、健診者様にはリフレッシュして
お帰りいただくよう心掛けていますが、時々
こちらが励まされたり、お礼の言葉をいただ
いたりします。そのたびに地域の皆様に大切
にされてここまで来たと感謝し、次なる意欲
が湧いてくる瞬間があります。
さて、先日のことになりますが、全国労働

衛生団体連合会主催の腹部超音波分野に関す
る精度管理調査評価がありました。結果は
「評価A]をいただき、全国参加施設257施設中
6番目の好成績を修めました。腹部超音波検査
だけに限りませんが、普段の健診業務のなか
で難しい病巣を発見する事例について報告を
受けるたび、丁寧な手技に感心していまし
た。このように客観的な評価を受けて「有
数の精鋭が実施している」といたく感動し、
また当センターの健診業務を支えているとい
うことを強く実感し、安心と信頼をより深く
感じました。
今後とも更なるサービス向上を目指す健診

センターです。まだ、お越しになっていない
方もぜひ一度当センターをご利用ください。

健診係

感染対策チーム（ICT）・抗菌薬適正使用チーム（AST）

感染対策や抗菌薬の使用でお困りの事、確認したいことなどお手伝いします
電話での相談はもちろん貴施設へお伺いしての実施も可能です。

電話０２６５－７２－３１２１代表（医療安全管理室内）



地域医療連携室の新スタッフ紹介です

♦編集後記♦ 春、梅の香りが消えぬ間に、いつもより早い桜の開花。桜は一斉
に咲き乱れ、雪を抱く山々と青い空に映え、人々の心を酔わせ
る。水仙の黄、モクレンの白、ムスカリの紫、花桃の赤・ピン
ク…鮮やかな色彩は心を豊かにさせる花々の主張のようにも見
える。春を迎えた。花々のように伝えられるか。

地域医療連携室長 中山ゆかり
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医師の異動について
医師の異動についてご紹介します。よろしくお願いします。

４月１日着任 ３月31日異動
内科 古川 遼 ふるかわ りょう 佐久間 孝弘
脳神経内科 小林 優也 こばやし ゆうや 池田 淳司
呼吸器内科 安宅 拓磨 あたぎ たくま 市川 椋
循環器内科 小山 由志 おやま ゆうし 竹内 崇博
循環器内科 宮城 拓弥 みやぎ たくや 井上 未奈美
腎臓内科 信岡 智彦 のぶおか ともひこ 池上 千晶
小児科 山田 沙織 やまだ さおり 平川 高広
外科 本郷 悠太 ほんごう ゆうた 後藤 貴宗
外科 林 茂樹 はやし しげき 瀬志本 真帆
形成外科美容外科 渡辺 勇太 わたなべ ゆうた 掛川 恭吾
脳神経外科 荻原 利浩 おぎわら としひろ 村瀬 広夢
脳神経外科 中村 康太郎 なかむら こうたろう
呼吸器外科 小池 幸恵 こいけ さちえ 井手 祥吾
皮膚科 山口 夏希 やまぐち なつき 翠川 央高
泌尿器科 長田 真季 おさだ まき
産婦人科 平林 瞭 ひらばやしりょう 宮下 昭太
放射線診断科 角田 真悠 つのだ まゆ 前原 真菜
麻酔科 相場 一馬 あいば かずま 小渕 理人
救急科 堀 綾
救急科 青山 康

地域医療連携室の職員が交代となりましたのでお知ら
せします。
今年度は新しく4名の職員を迎えてスタートしました。

よろしくお願いします。
医療支援係 池上優妃、菅沼浩子
退院調整係 小松由香里、田島みゆき

当院を受診される際に診療情報提供書（紹介状）の原本を持参されずに来院される患者
様や、開封して持参される方がここのところ見受けられます。受診日までに、ご本人様や
ご家族様に必ずお渡しいただき、その際には、開封せずにお持ちいただくようご説明をお
願いいたします。

診療情報提供書の取り扱いについて（医療機関のみなさまへ）


